
カスタマーハラスメントに対する基本方針 

 

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナルは、職員が安心してその

能力を十分に発揮できる良好な就業環境を確保するため、カスタマーハラスメントに対し

て組織として毅然とした態度で対応し、職員を保護します。 

 

１ カスタマーハラスメントの定義 

本財団では、本財団の事業に関係を有する者（軽種馬生産者、馬主、調教師等）の言

動であって、職員が従事する業務の性質その他の事情に照らして社会通念上許容される

範囲を超えたものにより、職員の就業環境が害されるものをカスタマーハラスメントと

します。 

２ 基本姿勢 

本財団は、カスタマーハラスメントに該当する行為に対しては、職員個人に対応を任

せることなく、組織として対応します。また、職員がカスタマーハラスメントを受けた

場合には、その安全及び就業環境の確保を優先し、必要な措置を講じます。 

３ カスタマーハラスメントへの対応 

（1）職員がカスタマーハラスメントに該当するおそれのある言動を受けた場合は、速

やかに上司、ハラスメント対策責任者又は相談員に報告・相談できる体制を整備し

ます。 

（2）対応が困難な場合は、可能な限り職員を一人で対応させず、上司等への引継ぎや

複数人での対応を行います。 

（3）暴行、傷害、脅迫その他犯罪に該当し得る言動については、必要に応じて警察へ

通報します。また、法的な対応が必要な場合には、弁護士その他の専門家と連携し

ます。 

（4）過度な要求を繰り返すなど特に悪質な行為については、警告、対応の終了その他

法令上許容される範囲で必要な措置を講じます。 

４ 相談した職員の保護 

本財団は、カスタマーハラスメントについて相談したこと、事実関係の確認に協力し

たことその他法令に基づく相談等を行ったことを理由として、職員に不利益な取扱いを

行いません。また、相談等により知り得た情報については、適切に管理します。 

５ 職員への周知 

本財団は、本方針、カスタマーハラスメントの内容、相談窓口及び発生時の対処方法

について職員に周知し、カスタマーハラスメントの防止及び適切な対応に取り組みます。 
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